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  高松市医療安全支援センターの実績報告                            

 

１ 医療安全支援センターについて 

 （１）設置目的 

     医療法第６条の１３に基づき、医療に関する患者・住民の苦情・心配や相談に対応

し、病院、診療所、助産所、その他の医療を提供する施設に対する助言、情報提供及

び研修、患者・住民に対する助言及び情報提供、並びに地域における意識啓発を図り

医療安全を推進することによって、住民の医療に対する信頼を確保することを目的と

して、都道府県、保健所を設置する市及び特別区において医療安全支援センターを設

置している。 

 

  （２）主な業務 

① 医療に関する患者・住民からの苦情や相談への対応  

② 医療安全推進協議会の開催 

③ 患者・住民からの相談等に適切に対応するために行う、関係する機関・団体等と 

の連絡調整  

④ 医療安全の確保に関する必要な情報の収集及び提供  

⑤ 研修会の受講等による医療安全支援センターの職員の資質の向上  

⑥ 医療安全の確保に関する必要な相談事例の収集、分析及び情報提供  

⑦ 医療安全施策の普及・啓発（医療提供施設等に関する情報提供や助言や研修、患  

者・住民に対する医療安全に係る啓発等を含む。） 

 

（３）医療相談窓口 

   ① 開設場所 

      高松市保健所 保健医療政策課 

   ② 開設日時 

      平日 午前８時３０分～午後５時（祝日、年末年始を除く） 

    ③ お受けする主な相談内容 

・医療上若しくは医療内容の相談に関すること 

・医師等の説明に関すること 

・医療機関の職員の対応や接遇に関すること など 
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２ 医療相談窓口の実績 

（１）相談件数                                        （単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相談者の内訳 

① 年代別                          （単位 件数：件、割合：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

医科 143 109 77 233 250 214 325 278 215 250

歯科 11 8 9 40 31 22 11 16 15 24

合計 154 117 86 273 281 236 336 294 230 274

複数の広報媒体により 
相談窓口を周知した効果 

コロナ関連相談の増加 

件数 割合 件数 割合 件数 割合

0 0.0 1 0.4 0 0.0

13 4.4 12 5.2 23 8.4

33 11.2 47 20.4 50 18.3

64 21.8 37 16.1 63 23.0

55 18.7 37 16.1 40 14.6

47 16.0 39 17.0 46 16.8

41 13.9 39 17.0 39 14.2

39 13.3 10 4.3 13 4.7

2 0.7 8 3.5 0 0.0

294 100.0 230 100.0 274 100.0

区分

80歳代

60歳代

70歳代

40歳代

50歳代

20歳代

30歳代

10歳代

合計

不明

R3 R4 R5
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② 患者との関係                       （単位 件数：件、割合：％） 

  R3 R4 R5 

件数 割合 件数 割合 件数 割合 

本人 205 69.7  154 67.0  181 66.1  

家族 79 26.9  66 28.7  75 27.4  

親戚 0 0.0  3 1.3  2 0.7  

その他(※)・不明 10 3.4  7 3.0  16 5.8  

合計 294 100.0  230 100.0  274 100.0  

  ※友人、ケアマネージャーなど 

 

（３）相談内容 

① 相談種別                           （単位 件数：件、割合：％） 

 

 

※相談者から保健所への事後報告など 

 

② 相談内容別  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 割合 件数 割合 件数 割合

195 66.3 170 73.9 166 60.6

90 30.6 53 23.1 104 37.9

5 1.7 6 2.6 3 1.1

4 1.4 1 0.4 1 0.4

294 100.0 230 100.0 274 100.0

R3 R4 R5

相談・質問

不信・苦情

要望・提案

その他(※)・不明

合計
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件数 割合 件数 割合 件数 割合

8 11 21
12 17 14

2 4 3

6 7 19
1 0 0

2 1 1
10 4 4
5 1 6

3 4 6

7 9 8
56 19.1 58 25.2 82 29.9

0 0 1
0 0 0

1 0 0
1 0.3 0 0.0 1 0.4

27 26 42

13 1 8
0 0 0

4 7 5

1 2 11
45 15.3 36 15.7 66 24.1

1 0 0
0 1 0
0 0 0

13 5 3
0 1 0

1 0 0
0 0 0
1 1 2

3 3 3
19 6.5 11 4.8 8 2.9

16 5 10
4 2 2
0 2 0

1 2 5

21 7.1 11 4.8 17 6.2

61 42 34
17 14 13
2 6 3

4 6 4
84 28.6 68 29.6 54 19.7

39 12 20

4 0 1
0 2 2

7 4 1
50 17.0 18 7.8 24 8.8
0 3 3

0 3 2

0 0 0

1 0 0

1 0.3 6 2.6 5 1.8
0 1 0

0 0 0

2 0 0
0 0 0

0 0 0

0 0 0

2 0.7 1 0.4 0 0.0

15 5.1 21 9.1 17 6.2

294 100.0 230 100.0 274 100.0

美容医療・医業類似

行為 美容外科以外

インプラント
審美歯科

医療類似行為（有資格）

医療類似行為（無資格）

小計

その他（一方的な主張など）

合計

美容外科

保健医学知識

（健康・病気）

薬に関する知識

医療上若しくは医療

内容のトラブル

薬局・薬剤師に関す

るトラブル

医療機関の職員の対

応・接遇

医療費・レセプト・

診療報酬

医療法・医師法等

医療機関の案内

広告
清潔保持

その他
小計

診療報酬
保険外負担
領収書

歯科

その他
小計
薬品情報

看護師
薬剤師

受付

その他

小計

（単位　件数：件、割合：％）

R5R3 R4

院内感染

注射・採血・点滴
看護・患者管理
診断書

カルテの開示

その他

大分類 小分類

診断
処置、手術

検査

処方投薬

その他

小計

施設情報
転院
セカンドオピニオン

その他
小計

一般

精神

カルテ等記載

無資格医療行為

副作用

飲み合わせ

その他

小計

調剤過誤
事故

小計

医療従事者不在・不足
退院強要
無診察治療

その他
小計

医師

診療拒否
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③ 診療科別                             (単位 件数：件、割合：％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R3 

件数 割合 件数 割合 件数 割合
93 31.6 53 23.0 66 24.1
27 9.2 21 9.2 17 6.2

17 5.8 15 6.5 24 8.8
33 11.2 29 12.6 35 12.8
12 4.1 8 3.5 8 2.9

12 4.1 10 4.3 6 2.2
4 1.4 8 3.5 8 2.9

12 4.1 15 6.5 7 2.6

15 5.1 9 3.9 9 3.3
5 1.7 3 1.3 3 1.1
4 1.4 7 3.0 14 5.1

11 3.7 5 2.2 5 1.8
11 3.7 11 4.8 0 0.0
9 3.0 8 3.5 7 2.5

29 9.9 28 12.2 65 23.7
294 100.0 230 100.0 274 100.0

内 科

不 明
合計

精 神 科

歯 科
整 形 外 科
産 婦 人 科

外 科
眼 科
脳 神 経 外 科

皮 膚 科
泌 尿 器 科
小 児 科

耳 鼻 咽 喉 科
心 療 内 科
そ の 他

R3 R4 R5
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（4）相談者への対応 

  ① 処理内容 

 

② 納得度 

３ 研修 

 （１）医療機関の職員向け 

      医療安全支援センターでは、地域における医療の質の向上を図るため、医療安全の推進に 

資する情報提供を行うとともに、医療機関の職員を対象とした研修会を開催している。 

      【令和５年度】 

・開催日：令和 6 年 2 月２２日 （参加者３２名うち Weｂ１９名） 

・内 容：愛知医科大学病院の牛田副院長を講師に迎えて「身体化障害の痛み・ISRR」 

のテーマで開催 

※令和元年度から 4 年度まで新型コロナウイルスの感染拡大防止のため開催中止 

 

 （２）相談員の資質向上 

医療相談業務に従事する市職員が、医療安全支援センター初任者研修（令和６年５ 

月３０日開催）に参加した。苦情・相談に対応するために必要な知識の習得と相談における 

課題の把握について講義とグループワークを通じて学んだ。 

件数 割合 件数 割合 件数 割合

239 81.3 181 78.7 208 75.9

23 7.8 27 11.7 45 16.4

29 9.9 14 6.1 16 5.9

3 1.0 8 3.5 5 1.8

294 100.0 230 100.0 274 100.0

窓口でのアドバイスのみとした

関係機関へ意見や要望を伝えた

他の関係機関を紹介した

その他（対応前に切電されたなど）

合計

R4 R5R3

件数 割合 件数 割合 件数 割合

245 83.3 156 67.8 211 77.0

38 12.9 48 20.9 34 12.4

5 1.7 9 3.9 18 6.6

4 1.4 10 4.4 11 4.0

2 0.7 7 3.0 0 0.0

294 100.0 230 100.0 274 100.0

納得した

やや納得した

あまり納得せず

不明

合計

全く納得していない

R4 R5R3
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４ 周知・啓発 

（１）ホームページ 

・医療安全支援センターを設置し、医療安全の確保に努めていることや、医療に関する相談窓口を 

設けていることを広く市民にお知らせしている。 

・上手に医療機関を受診していただくために、「お医者さんにかかる 10 か条」を掲載している。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各種ガイドブックへの掲載 

本市が作成している「高齢者のためのあんしんガイドブック」、「在宅ケア便利帳」、「地域医療を守

るために」、「高松市自殺対策計画相談窓口一覧」などの冊子にも、医療相談窓口に関する情報

を掲載している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 伝えたいことはメモして準備

２ 対話の始まりはあいさつから

３ よりよい関係づくりはあなたにも責任が

４ 自覚症状と病歴はあなたの伝える大切な情報

５ これからの見通しを聞きましょう

 

 

 

 

診察室に入り、お医者さんの前に座ると、うまく自分の症状な

どを伝えられないことがよくあります。いつから、どこに、どう

いう症状があるとか、どんなことが起こったか、どのような薬を

飲んでいるのか、薬の副作用の有無やアレルギー等、要点を前も

ってまとめておくとよいでしょう。自分でうまく説明する自信が

ないときは家族等に付き添ってもらうのもいいでしょう。お医者

さんにもより分かりやすく伝わると、効率のいい診察が受けられ

ます。  

 

MEMO 

対話の始まりにはあいさつが基本です。まず、あいさつを

しましょう。  

 

お医者さんとよりよい関係をつくることが治療には

大切です。より良い関係を作るために、お互い努力しま

しょう。  

 

患者が何も伝えなければ、お医者さんも正確な診断はできませ

ん。現在の症状や既往歴など、そのほか気になることは何でも伝

えましょう。それが治療を進めていくうえでの大切な情報となり

ます。  

 

今後どのような治療をするのか、どのくらいの期間がかか

るのかなど聞きましょう。見通しが立てば、自分のすべきこ

とが良く分かり、治療効果も上がります。  

 

 


